
科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

フィルム・スタディーズ

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科 目 番 号 ２Ｆ‐２６

大     学     名

単  　位　  数 ２単位

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学

平成24年10月1日（月）～平成25年1月31日（木）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　

履  修  年  次 2年次以上 レポート・テスト３０％・課題図書４０％・振り返り票３０％

なし

連　　絡　　先

科目内容

長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

比較文化論

地域生活環境論

児童福祉論

長崎ウエスレヤン大学 入江　詩子（現代社会学部　准教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期

教養 ・ 専門別 専門

単  　位　  数

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　

連　　絡　　先

履  修  年  次 ２年次以上

３時限

８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 13時10分～ 14時40分（９０分）「毎週　木曜日」

試験及び学習態度によって総合評価する

専門

なし

既存科目　・　後期 月曜日

２単位

科 目 番 号 ２F‐２５

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学

科目内容

少なくとも従来の比較文化研究において意味ある比較があったとは思えない。本講義では、日本と東アジア（特にシナ）との文化比較を
中心とし、ヨーロッパの諸文化についても視野に入れつつ、自分がいま何をどう比較しようとしているのか明示し、比較の有意味（意味
ある比較）を問いつつ、可能な限りの比較を試してみたいと思っている。

１F‐２０

２単位 平成24年4月12日（木）～平成24年7月26日（木）

履  修  年  次

長崎ウエスレヤン大学 渡辺　勝義（現代社会学部　教授）

木曜日

３時限教養 ・ 専門別

単  　位　  数

大     学     名

13時10分 ～ 14時40分（９０分）「毎週　月曜日」

開　講　形　態

佐藤　快信　（現代社会学部　教授)

長崎ウエスレヤン大学 なし

科目内容

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学

社　会　科　学

選  考  方  法

連　　絡　　先

既存科目　・　前期

専門

２年次以上

書類選考

開　講　形　態

授  業  定  員

科 目 番 号

平成24年10月5日（金）～平成25年2月1日（金）

教養 ・ 専門別

長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

人間相互の関係を含めた人間と自然との間の関係を改善するプロセスの中で環境をとらえ、自然保護や循環といった人と自然との関係だ
けにとどまらず、人と人との関わりがその前提として重要であるという視点に立ちながら、地球規模の環境問題の要因を多面的にとらえ、
環境に関する基礎知識とアメニティについて各人の問題としてとらえられるよう学習する。そのなかで、森林と人間との関わりの歴史を
通して、人口問題、資源問題、エネルギー問題、経済的平等などについても複眼的志向と課題の発見、解決する能力を養う。そのため、
講義はディスカッション、発表、演習などを中心に行う。

２時限

10時30分 ～ 12時00分（９０分）「毎週　金曜日」

ブリーフレポート(授業時)30％
レポート課題30％・試験等40％

金曜日

開  講  場  所

児童福祉の基本理念は、「子どもの基本的人権を尊重し、人間的な環境のもとで健やかに生まれ、成長・発展していくようにすること」
である。一見では中々分かりやすいように見えるが、実際にはかなり曖昧で難しい理念である。そこでこの授業では、この児童福祉の理
念をもっと深く理解するために、子どもの基本的権利をとりあげ、この視点から子どもを取り巻く現状、子どもが健やかに育つための環
境、そして、子どものための施設と法律を考える。従って、授業の具体的な目的としては、この児童福祉の理念、現代の子どもの問題や
課題を解決するための政策を理解することである。

長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

選  考  方  法 書類選考

選  考  方  法 書類選考 ※1月31日のみ曜日振替の為、月曜授業



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

前期：10時30分 ～ 12時00分（９０分）「毎週　金曜日」
後期：14時50分 ～ 16時20分（９０分）「毎週　月曜日」

科 目 番 号 ２Ｆ‐３２ 高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 中野　伸彦（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目・通年 前期　金曜日　／　後期　月曜日

書類選考 ※1月31日のみ曜日振替の為、月曜授業

教養 ・ 専門別 専門 前期　２時限／後期　４時限

単  　位　  数 各２単位 平成24年4月13日（金）～平成25年1月31日（木）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　

科 目 番 号 １Ｆ‐２１ 障害者福祉論

履  修  年  次 2年次以上 受講態度及び論文形式の試験

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法

専門 ２時限

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

超高齢社会を間近に迎え、介護需要の飛躍的な高まりと介護保険等の諸施策の登場によって高齢者問題への関心は昨今、急激な高まりを
みせている。その将来展望と課題を見据えつつ、本講義ではケアする側とされる側の双方に求められる人間関係（尋ね＝学びの関係）の
有り様を検証していく中で支えの原則を明確にし、豊かな老後を生きるための知恵を模索する。そこで全体を①＜老い＞をみつめる
②＜老い＞を支えるの２部構成とし、前半は＜老い＞にまつわる様々な相貌に触れ＜老い＞の世界を私達の日常性に深く関わる社会的現
実へと啓いた後、その学びを後半の＜老い＞を支える視点へと繋がっていく。

履  修  年  次 2次以上 　テストまたはレポートにより評価。

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 金　文華（現代社会学部　准教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 木曜日

教養 ・ 専門別

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月12日（木）～平成24年7月26日（木）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 14時50分 ～ 16時20分（９０分）「毎週　木曜日」

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考

開　講　形　態 既存科目　・　前期 月曜日

障害者差別はなぜ存在するのか、障害とは何か。さらに、障害者（身体障害・知的障害・精神障害）の置かれている状況を知り、障害者
に必要なことは何なのかを考える。特に障害者とリハビリテーションスポーツについて重点に講義する。

科 目 番 号 １Ｆ‐２２ 精神保健福祉論Ⅰ

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 山口　弘幸（現代社会学部　講師）

※7月25日のみ曜日振替の為、月曜授業

教養 ・ 専門別 専門 １時限

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月9日（月）～平成24年7月25日（木）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 8時50分 ～ 10時20分（９０分）「毎週　月曜日」

履  修  年  次 2年次以上 授業態度５０％・ペーパーテスト５０％

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

精神保健福祉論は、精神保健福祉の理念と意義、欧米とわが国の歴史、対象者の理解、権利擁護、精神保健福祉法を中心とした法制度及
び国連施策、精神保健福祉士の業務などを柱とする精神保健福祉専門科目の中核たる科目である。本講義では、他の障害にも共通する障
害者の理念、障害及び障害者の見方、障害者福祉の基本施策、精神障害者処遇の歴史、精神障害者の権利擁護、精神保健福祉士の理念と
意義などの基礎的な理解をねらいとする。



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

２Ｆ‐２７ 精神保健福祉論Ⅱ

１時限

科 目 番 号

２年次以上 授業態度５０％・ペーパーテスト５０％

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 山口　弘幸　（現代社会学部　講師)

開　講　形　態 既存科目　・　後期 木曜日

教養 ・ 専門別 専門

科目内容

単  　位　  数 ２単位 平成24年10月4日（木）～平成25年1月24日（木）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 8：50 ～ 10：20（９０分）「毎週　木曜日」

履  修  年  次

既存科目　・　通年 前期　月曜日／後期　木曜日

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

前期：13時10分 ～ 14時40分（９０分）「毎週　月曜日」
後期：13時10分 ～ 14時40分（９０分）「毎週　木曜日」

精神保健福祉論Ⅱでは、精神保健福祉法、精神保健福祉士法等障害者に関する法律、行政組織と障害者プラン、精神保健福祉サービスの
現状など精神保健施策の概要、及び関連する法体系、地域生活支援システムなどを詳しく講義する。また、精神保健福祉士として必要な
精神障害者に対する相談援助活動の視点や精神保健福祉に関わる専門職とその連携など、精神保健福祉に関する広範囲な理解をねらいと
する。

科 目 番 号 ２Ｆ‐３３ 精神科リハビリテーション学Ⅰ・Ⅱ

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 村上　清（現代社会学部　准教授）

開　講　形　態

書類選考

教養 ・ 専門別 専門 ３時限

単  　位　  数 各２単位 平成24年4月9日（月）～平成25年1月24日（木）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　

科 目 番 号 ２Ｆ‐２８ 介護概論

履  修  年  次 ２年次以上 テスト

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法

教養 ・ 専門別 専門 ２時限

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

精神科リハビリテーションの概念・構成・プロセスを学んだうえで、精神障害者福祉で重要な実践領域のリハビリテーションについて、
まず医療機関におけるリハビリテーションを解説し、次に精神保健福祉士が行うリハビリテーションについて学び、精神科リハビリテー
ションの総合化について検討する。

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 太田　勝代　（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 水曜日

介護の社会化が進む中で介護保険・支援費が法制度化され、医療から継続した援助が求められ、医療・保険・福祉の連携のもとで専門職
としてのあり方を学ぶ。介護の概念、介護方策の動向、倫理、地域リハビリテーションの視点に立った機能・役割を学ぶ。家族や障害者
の講話も取り入れ専門職に何を要求されているかを考える。

８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 10時30分 ～ 12時00分（９０分）「毎週　水曜日」

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考

授  業  定  員

連　　絡　　先

科目内容

履  修  年  次 ２年次以上 授業態度２０％・レポート４０％・試験４０％

長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

単  　位　  数 ２単位 平成24年10月3日（水）～平成25年1月30日（水）



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科 目 番 号 ２Ｆ‐２９ 地域振興論

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 鈴木　勇次　（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 火曜日

教養 ・ 専門別 専門 ３時限

単  　位　  数 ２単位 平成24年10月2日（火）～平成25年1月22日（火）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 13：10 ～ 14：40（９０分）「毎週　火曜日」

履  修  年  次 ２年次以上 学習態度４０％・テスト６０

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

地域＝地方の中小地域の活性化の方策について国の政策的側面と事例をもとに学習する。また、国の政策側面だけでなく、住民参画の取
組なども視野に入れ、地域の自立と自助努力についても実践的に学ぶことから地域振興の方法いついて理解を深める。

地方自治とは、何であるのかというその本質についてこれまでの歴史経過をふまえ学習する。さらに、地方自治における住民の権利と行
政の在り方についても理解を深め、21世紀における地方のあり方、方向性について体系的に学習する。

科目内容

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考 ※7月24日のみ曜日振替の為、金曜授業

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 8時50分 ～ 10時20分（９０分）「毎週　金曜日」

履  修  年  次 ２年次以上 学習態度４０％・テスト６０％

教養 ・ 専門別 専門 １限目

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月13日（金）～平成24年7月24日（火）

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 鈴木　勇次　（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 金曜日

中国が改革・開放政策を実施してから、すでに１９年余りも経過した。この間、経済面で大きな発展を遂げたのは事実である。そこで
中国が改革・開放政策を取り入れた前・後、この国はどのように変化したのかについて、最新の情報を紹介しながらその方向を探る。

科 目 番 号 １Ｆ‐２４ 地方自治論

科目内容

選  考  方  法 書類選考 ※7月25日のみ曜日振替の為、月曜授業

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

履  修  年  次 ３年次以上 学習態度等総合評価する。

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月9日（月）～平成23年7月25日（水）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 8時50分 ～ 10時20分（９０分）「毎週　月曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　前期 月曜日

教養 ・ 専門別 専門 ３時限

現代中国経済事情

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 高山　乾忠（現代社会学部　教授）

科 目 番 号 １Ｆ‐２３



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

１８世紀半ばのイギリスの産業革命により現代文明は著しく発展を遂げてきた。しかしながら一方で、人間性の気薄さか生まれる人間同
士の争いや自然破壊という犠牲も生じたことは否めない。この講義では、初めに、欧米文化の基礎を成すギリシャ・ローマ神話を軸に聖
書・伝承文学・童話への変遷、また、詩や演劇、小説の成り立ちを概観する。次に＜人間性を追求した文学＞の変遷が、現代人の生活・
文化の発展と如何なる関係にあるのかを論じたい。

科目内容

選  考  方  法 書類選考 ※7月24日のみ曜日振替の為、金曜授業

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

履  修  年  次 １年次以上 学習態度（全体の７０％以上）・レポート提出

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月13日（金）～平成24年7月24日（火）

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 8：50 ～ 10：20（９０分）「毎週　金曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　前期 金曜日

教養 ・ 専門別 専門 １時限

科 目 番 号 １Ｆ‐２７ 欧米文化論

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 山崎　有介（現代社会学部　教授）

日常使っている言葉について、たとえば「走る」と「歩く」はどのように意味が違うのだろうかと考えたこと、あるいは辞書で確かめた
ことがあるでしょうか。普段使っていることばで話をする時に、手元の辞書で意味を確かめながら話しをしたのではうまくコミュニケー
ションが進まないでしょうし、またその必要もありません。なぜならばひとりひとりが頭の中に「辞書」を持っているからです。かとい
って、「走る」と［歩く］の意味の違いを尋ねられるとどう答えて良いのか困ってしまうのではないでしょうか。この授業では、このよ
うなことばの意味というものについて考えてみたいと思います。

履  修  年  次 ３年次以上 学習態度・レポート

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考

科目内容

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 13：10 ～ 14：40（９０分）「毎週　火曜日」

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

教養 ・ 専門別 専門 ３時限

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月12日（火）～平成23年7月26日（火）

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 大里　泰弘（現代社会学部　准教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 火曜日

これまでの離島政策、離島振興法の歴史的経緯を軸におきながら、離島振興の意味や方法について学習し、現状とこれからの展望につい
て実践例をもとに学ぶ。また、長崎の地理的特性から、半島の振興についても半島振興法との関連から学習する。

科 目 番 号 １Ｆ‐２６ 社会言語学

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 14：50 ～ 16：20（９０分）「毎週　火曜日」

履  修  年  次 ３年次以上
学習態度４０％(実習参加含む)・
課題提出１０％・テスト５０％

教養 ・ 専門別 専門 ４時限

単  　位　  数 ２単位 平成24年4月10日（火）～平成24年7月17日（火）

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 鈴木　勇次　（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 火曜日

科 目 番 号 １Ｆー２５ 島嶼開発論



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

フィルム・スタディーズ

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

これまで習得した文型、文法、表現を基礎に中国語の応用能力とさらなる会話能力の向上を図り、中国語検定４級、３級の資格取得を目
標とする。

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

科目内容

開  講  場  所 長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考 ※1月31日のみ曜日振替の為、月曜授業

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 10：30 ～ 12：00（９０分）「毎週　月曜日」

履  修  年  次 ３年次以上 授業時の姿勢、意欲４０％・期末試験６０％

教養 ・ 専門別 専門 ２時限

単  　位　  数 ２単位 平成24年10月1日（月）～平成25年1月31日（木

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 胡　振剛（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 月曜日

科 目 番 号 ２O‐１６ 資格中国語Ⅱ

連　　絡　　先 長崎ウエスレヤン大学　教務学生課　　ＴＥＬ　０９５７‐２６‐８２７４　ＦＡＸ　０９５７‐２６‐２０６３

日本中国語検定協会主催の中国語検定試験は日本で幅広く社会に認められている中国語能力検定試験の一つである。本科目では、その４
級の資格獲得を目指す。出題内容は、日常生活に必要な単語５００～１０００語、中国語の基本的な文法事項、及びそれを踏まえた中国
語の日本語訳と、日本語の中国語訳、録音等による中国語の聞き取りからなっている。出題ポイントを解説しながら、傾向を分析し、対
策を練り上げていく。

科目内容

２単位

長崎ウエスレヤン大学 なし

選  考  方  法 書類選考 ※7月25日のみ曜日振替の為、月曜授業

授  業  定  員 ８０　人　　（うち単位互換定員１０人）　 10：30 ～ 12：00（９０分）「毎週　月曜日」

水曜日

履  修  年  次 ３年次以上 筆記試験（ヒヤリングを含む

開  講  場  所

教養 ・ 専門別 専門 ２時限

単  　位　  数

言語

科 目 番 号 １O‐２０ 資格中国語Ⅰ

平成24年4月9日（月）～平成24年7月25日（水）

大     学     名 長崎ウエスレヤン大学 ユ　稔生（現代社会学部　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期


